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本稿は，筑波大学と鹿屋体育大学による博士
課程・大学体育スポーツ高度化共同専攻の必修
科目として開講された 2024年度「大学体育論」
全 10回のうち，木内敦詞教授担当の 7～ 10回
目の授業で作成したティーチング・ポートフォ
リオ・チャート（栗田・吉田，2021）およびそ
の後にレポートとしてまとめたティーチング・
ステートメントを整理し，「簡易型のティーチ
ング・ポートフォリオ」として報告するもので
ある。本稿では，東京都市大学FD推進センター
（2020）「ティーチング・ポートフォリオ成果報
告書」における都市大型ティーチング・ポート
フォリオに倣い，「はじめに，1.責務，2理念，
3方法，4成果，5目標，おわりに」の枠組み
で執筆する。以下では，ティーチング・ポート
フォリオをTP，ティーチング・ポートフォリオ・

チャートをTPチャート，ティーチング・ステー
トメントを Tステートメントという。

はじめに

筆者は 2024年 5月より，筑波大学体育系特
任助教として，体育スポーツ局体育部会にて共
通体育授業に関する業務を行ってきた。今後，
授業を担当する予定ではあるが，現在は授業
担当をしていないため，本 TPにおいては，修
士号取得後の大学非常勤講師としての 2年間
（2022，2023年度）の活動について記す。本
TPの基となった TPチャートを資料 1に示す。

1．責務

2022年度は，田園調布学園大学子ども未来
学部の兼任講師として，保育士養成課程の学生
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コーチアカデミーや JFAの S級コーチ養成講
習会等において，チームビルディングの研修を
ASE（Action Socialization Experience）を用い
て行ってきた（公益財団法人日本サッカー連盟 , 

online）。

2．理念

私の教育に対する理念は，「体験によって自
分の人生を豊かに主体的に送るための力を身に
つけてもらう」ことである。その力には様々な
ものが想定されるが，自己理解や他者理解を深
めること，コミュニケーションをとる力をつけ
ること，「学ぶ」という行為が持つ本来の楽し
さを知ること，試行錯誤・創意工夫をする楽し
さを知ることを重視してきた。
インターネットやデバイスの発展・普及に
よって，他者との関わり方は多様になり，対面
の対義語はオンラインともいえる時代になろう

としている。他者と容易に繋がることができる
ようになった結果，それぞれの繋がりは希薄と
なり，無尽蔵な繋がりの海に溺れてしまってい
る人も多いのではないだろうか。そんな時代だ
からこそ，対面かつ身体運動を伴う体育は，身
体を通して他者の存在を認識し，自身の存在を
知覚する得難い機会を学生に与えると考えてい
る。また，仮想空間での活動が多くなり，「実
際体験」の減少が指摘されている現代におい
て，体育は実際体験を通した様々な学びを得る
機会でもある。仮想空間はどこまでいっても
ユーザの振る舞いを無意識のレベルで規制ある
いはコントロールする「アーキテクチャ」であ
り，現実世界のように，ありとあらゆる小さな
可能性を孕むことはできない。逆に仮想空間等
のアーキテクチャに慣れ，それが基準になって
しまったとき，（現実世界における）人の可能
性は小さくなっていってしまうのではないだろ

資料 2　担当授業シラバスの例（インタラクティブスポーツ）
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に日本キャンプ協会公認キャンプインストラク
ター養成課程に認定されている野外教育に関す
る演習を行う専門科目「子どもとキャンプ（通
年 2単位）」を担当した。山梨学院大学スポー
ツ科学部では専門科目「実技実習d1（野外活動：
キャンプ）」を 2実習，「実技実習 d2（野外活
動：水辺）」を 4実習，「実技実習 d3（野外活
動：雪上）」を 2実習担当した（全て集中 2単
位）。学生はこの 3つの授業から 1つが必修と
なっており，筆者は唯一の野外運動・野外教育
を専門とする教員として，事前講義やプログラ
ム立案，実習当日のプログラム統括等としての
責務を負っていた。

2023年度は，田園調布学園大学では「子ど
もとキャンプ」に加えて，アダプテッドスポー
ツやレクリエーションに関する演習を行う専門
科目「共生スポーツ（前期 2単位）」を担当した。

また，中央大学文学部にて共通体育「インタラ
クティブスポーツ（半期・1単位）」を週 2コマ，
前後期それぞれ担当した。
外部講師として，2022年度及び 2023年度に

おいては，筑波技術大学産業技術学部の授業「ア
ウトドアスポーツ」で，登山とサイクリングの
実習に帯同したほか，国士舘大学体育学部の授
業「教育方法学・実習（野外教育）」のスキー
実習に班付指導者として関わった。2023年度
は中央大学文学部共通体育「スキー」と東京家
政学院大学専門科目「健康スポーツ演習 d」の
スキー実習にも班付指導者として携わった。
その他，2017年度から携わっている小中学

生を対象とした 2つの組織キャンプにおいて，
プログラムないしマネジメントの統括責任者と
して，キャンプ運営に携わりながら，後進の
育成にも努めてきた。また，JOCナショナル

 
 

資料 1 事前に作成した TP チャート 1 

2 

資料 1　事前に作成した TPチャート
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できる。
④について，授業時間の最後 10 分～ 15 分程

度をふりかえり活動に充てている。具体的に
は，個人内でふりかえりをしたのち，その内容
をシェアさせる。それを毎授業繰り返していく
ことで，他者に自分の考えや思いを伝えるこ
と，他者のそれらを受け入れ，自分のものと合
わせて発展させていくことを目指している。そ
の後，改めて言語化をしてもらうために，毎回
もしくは学期末等に授業の所感や学んだこと等
をテーマとしたレポートを課してきた。

2） 創意工夫の楽しさを知る（方針 3）・自ら
の体験から学び取る力とその楽しさを知る
（方針 4）
この 2 つの方針は，コルブの体験学習サイク

ル（Kolb, 1984），野外教育の一領域である冒
険教育の理論（Priest & Gass, 2017等），協同
学習（Johnson & Johnson, 1989等）の理論に
基づいて，大学体育へと応用する形をとってき
た。具体的には，①体験を重視すること，②す
ぐに答えを提示しないこと，③明確な答えのな
い課題を提示すること，④学習者に責任と決定
権を持たせること，⑤実際の活動を想定して立
案をさせる等の方法をとってきた。
①について，「できるようになる」ことを目
的に技術等の指導をするが，それよりも「でき
ない」を「できる」に近づける過程とその体験
自体を大切にしている。あまりに学生に教えす
ぎてしまうと，こちらの指導内容を「追体験」
するだけになってしまう。上手くいかなくて当
然の状態から，実際に手を動かしながら試行錯
誤をしていってもらうため，出来るだけ新鮮な
感覚で活動を体験してもらえるように意識して
いる。
②と③について，個人あるいはグループで考

え，試行錯誤・創意工夫をさせるために，これ
らの方法をとっている。ただ「正解」を求める
のではなく，個人やグループにとっての「最適
解」を導くための過程は，コミュニケーション

を要求し，創造性を促す。これまでの教育活動
のベースでもある「正解（模範解答）」にとら
われず，様々な可能性に目を向けられるよう課
題を工夫している。
④について，野外教育では学習者に責任と決

定権を持たせることを多くする。それらは，危
険を自分のものとして認識し，安全管理を自ら
も行うための安全教育に必要であると同時に，
自らが主体的にその活動に参加しているという
モチベーションを確保するためにも大切な要素
である。同様に，体育授業においても，何らか
の責任を負担してもらい，ある程度の決定権を
委譲することで自らの活動という意識を芽生え
させることを目指してきた。特に「やらされる」
教育や体育に慣れている学生に対して，そのマ
インドを変えることを意識している。
⑤について，野外教育であれば実際の山行や

自らが主催するプログラムを，他の種目であれ
ばゲームや練習等を想定させて計画等を立案さ
せている。立案した計画は可能な限り実行する
機会を設けている。これは④にも繋がることで
はあるが，出来るだけ実践に近づけて行うこと
で，自らの責任や決定権を意識することができ
るとともに，様々な可能性に気づくことも可能
となる。

3） 楽しく，リラックスできる，みんなが自分
らしさを出せる授業（方針 5）
これは，他の方針のための方針であるといえ

る。特に，自己理解や他者理解を深めること，
創意工夫や試行錯誤を十分にするためには，精
神的安全性が確保されていることが必須である
と考えている。また，「やらされる」教育・体
育ではなく，主体的に参加する授業とするため
にも非常に大切な背景だといえる。具体的に
は，①教員自身と学習者の関係を良好に保つこ
と，②カウンセリングマインドで学生に接する
こと，③アイスブレイクをしっかり行うこと，
④互いの名前を覚えられる活動といった方法を
とっている。
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うか。まずは現実世界で様々な創意工夫や試行
錯誤を「体験」することも重要なものであると
信じている。

3．方法

「体験を通して自分の人生を豊かに主体的に
送るための力を身につけてもらう」ために，以
下の具体的な方針と方法で授業を行ってきた。授
業内で使用しているシートの例を資料 3に示す。

1） 他者とのコミュニケーションを大切にする
（方針1）・自己理解と他者理解を深める（方
針 2）
どのような授業（共通体育／専門体育・野外

運動／それ以外の種目）においても，上記の方
針のために①相互教授を行うこと，②グループ
編成に多様性を持たせること，③小グループ単
位での活動を主とすること，④ふりかえりを行
わせ，シェアすること，⑤所感や感想を書く時

間を設けることを基本的な方法としてきた。
①においては，基礎的な技術は全体で行うこ
とはあっても，安全に関わらない技術指導は一
度のみ行い，その後は応用的な技術も含め，基
本的に相互教授で習得を目指させる。
②については，学生の学年，所属（学部・学科・
部活・サークル等），交友関係についてもグルー
プ毎にメンバーの多様性が最大化するように班
編成を行っている。原則として，どの授業でも
オリエンテーションやアイスブレイク等は全体
で行い，その際の学生の様子から交友関係や特
性等を見立てている。それらの情報と大学から
提供された学生情報を併せて参考にし，班編成
を行っている。
③については，多くの体育授業で実践されて
いることと思われるが，可能な場合には内容や
進度等もグループ毎に異なる状態にすることを
意識している。そうすることで，自分達のグ
ループの活動に集中する環境を作り出すことが

資料 3　方針実現のための授業シートの例（インタラクティブスポーツ）
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できる。
④について，授業時間の最後 10 分～ 15 分程
度をふりかえり活動に充てている。具体的に
は，個人内でふりかえりをしたのち，その内容
をシェアさせる。それを毎授業繰り返していく
ことで，他者に自分の考えや思いを伝えるこ
と，他者のそれらを受け入れ，自分のものと合
わせて発展させていくことを目指している。そ
の後，改めて言語化をしてもらうために，毎回
もしくは学期末等に授業の所感や学んだこと等
をテーマとしたレポートを課してきた。

2） 創意工夫の楽しさを知る（方針 3）・自ら
の体験から学び取る力とその楽しさを知る
（方針 4）
この 2 つの方針は，コルブの体験学習サイク

ル（Kolb, 1984），野外教育の一領域である冒
険教育の理論（Priest & Gass, 2017等），協同
学習（Johnson & Johnson, 1989等）の理論に
基づいて，大学体育へと応用する形をとってき
た。具体的には，①体験を重視すること，②す
ぐに答えを提示しないこと，③明確な答えのな
い課題を提示すること，④学習者に責任と決定
権を持たせること，⑤実際の活動を想定して立
案をさせる等の方法をとってきた。
①について，「できるようになる」ことを目

的に技術等の指導をするが，それよりも「でき
ない」を「できる」に近づける過程とその体験
自体を大切にしている。あまりに学生に教えす
ぎてしまうと，こちらの指導内容を「追体験」
するだけになってしまう。上手くいかなくて当
然の状態から，実際に手を動かしながら試行錯
誤をしていってもらうため，出来るだけ新鮮な
感覚で活動を体験してもらえるように意識して
いる。
②と③について，個人あるいはグループで考

え，試行錯誤・創意工夫をさせるために，これ
らの方法をとっている。ただ「正解」を求める
のではなく，個人やグループにとっての「最適
解」を導くための過程は，コミュニケーション

を要求し，創造性を促す。これまでの教育活動
のベースでもある「正解（模範解答）」にとら
われず，様々な可能性に目を向けられるよう課
題を工夫している。
④について，野外教育では学習者に責任と決
定権を持たせることを多くする。それらは，危
険を自分のものとして認識し，安全管理を自ら
も行うための安全教育に必要であると同時に，
自らが主体的にその活動に参加しているという
モチベーションを確保するためにも大切な要素
である。同様に，体育授業においても，何らか
の責任を負担してもらい，ある程度の決定権を
委譲することで自らの活動という意識を芽生え
させることを目指してきた。特に「やらされる」
教育や体育に慣れている学生に対して，そのマ
インドを変えることを意識している。
⑤について，野外教育であれば実際の山行や
自らが主催するプログラムを，他の種目であれ
ばゲームや練習等を想定させて計画等を立案さ
せている。立案した計画は可能な限り実行する
機会を設けている。これは④にも繋がることで
はあるが，出来るだけ実践に近づけて行うこと
で，自らの責任や決定権を意識することができ
るとともに，様々な可能性に気づくことも可能
となる。

3） 楽しく，リラックスできる，みんなが自分
らしさを出せる授業（方針 5）
これは，他の方針のための方針であるといえ
る。特に，自己理解や他者理解を深めること，
創意工夫や試行錯誤を十分にするためには，精
神的安全性が確保されていることが必須である
と考えている。また，「やらされる」教育・体
育ではなく，主体的に参加する授業とするため
にも非常に大切な背景だといえる。具体的に
は，①教員自身と学習者の関係を良好に保つこ
と，②カウンセリングマインドで学生に接する
こと，③アイスブレイクをしっかり行うこと，
④互いの名前を覚えられる活動といった方法を
とっている。
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うか。まずは現実世界で様々な創意工夫や試行
錯誤を「体験」することも重要なものであると
信じている。

3．方法

「体験を通して自分の人生を豊かに主体的に
送るための力を身につけてもらう」ために，以
下の具体的な方針と方法で授業を行ってきた。授
業内で使用しているシートの例を資料 3に示す。

1） 他者とのコミュニケーションを大切にする
（方針1）・自己理解と他者理解を深める（方
針 2）
どのような授業（共通体育／専門体育・野外

運動／それ以外の種目）においても，上記の方
針のために①相互教授を行うこと，②グループ
編成に多様性を持たせること，③小グループ単
位での活動を主とすること，④ふりかえりを行
わせ，シェアすること，⑤所感や感想を書く時

間を設けることを基本的な方法としてきた。
①においては，基礎的な技術は全体で行うこ
とはあっても，安全に関わらない技術指導は一
度のみ行い，その後は応用的な技術も含め，基
本的に相互教授で習得を目指させる。
②については，学生の学年，所属（学部・学科・
部活・サークル等），交友関係についてもグルー
プ毎にメンバーの多様性が最大化するように班
編成を行っている。原則として，どの授業でも
オリエンテーションやアイスブレイク等は全体
で行い，その際の学生の様子から交友関係や特
性等を見立てている。それらの情報と大学から
提供された学生情報を併せて参考にし，班編成
を行っている。
③については，多くの体育授業で実践されて
いることと思われるが，可能な場合には内容や
進度等もグループ毎に異なる状態にすることを
意識している。そうすることで，自分達のグ
ループの活動に集中する環境を作り出すことが

資料 3　方針実現のための授業シートの例（インタラクティブスポーツ）
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たとの評価を受けるなど，学生だけでなくハイ
レベルなスポーツ指導者達に対しても，一定の
成果を挙げられたと考えられる。子どもを対象
としたプログラムにおいても，保護者から教育 

効果を実感するコメントが届いており，良いプロ
グラムを提供できたのではないかと考えている。

5．目標

短期目標： 授業を担当し，自分の理念を体現す
る授業を行う。現在は授業を担当し
ていないため，来年度以降の授業に
ついて検討し，自分の理念を確かに
実現するための準備を行っていく。

長期目標： 自分の実践を理論化し，論文として
発表する。それらを伝えた指導者を
養成する。現在，良いと感じた理論
や惹かれた方法を取り入れながら指
導活動を行ってきたが，様々なとこ
ろから拾ってきたものをくっつけた，
いわば「つぎはぎ」のものを使って
いる様な感覚である。自分の実践を
経る中で，様々な工夫を重ね，それ
らを体系化し，1つの理論として形
にした上で，それを広めていけたい。

おわりに

現在，大学における体育授業や運動部活動が
学生の成長に重要な役割を果たすことが改めて
認識され，それらが将来にわたり継続して堅固
に位置づいていくために優れた事例の集積が望
まれている（木内，2021a, 2021b, 2023）。木内
（2024）は，実践事例の中身が具体的に他者か
ら閲覧できるものとして数多く存在する必要が
あり，現状では質より量の追求を優先するべき
段階であるとしている。その言葉を拠り所とし
て，本 TPは駆け出しの大学体育教員の教育実
践記録をまとめたものである。教育実践そのも
のも，TPの完成度にも課題が多く残されてい
るものの，大学教員を含む多くの関係者にとっ
て，今後の教育実践を考える一助となれば幸い

である。大学体育に関する TPの集積は始まっ
たばかりであり，多様な事例のさらなる集積が
求められる。本稿がその一歩としての役割を果
たし，多くのTPが新たに執筆されることを願っ
ている。

付記

本 TPを作成するにあたり，メンターを務め
てくださった木内敦詞先生，意見を交わした筑
波大学人間総合科学学術院および鹿屋体育大学
大学院体育学研究科・大学体育スポーツ高度化
共同専攻学生のみなさまに心よりお礼申し上げ
ます。
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①について，学生の名前や特性を理解しよう
と努めるほか，キャンプカウンセリング等での
経験を活かし，精神的な距離等を必要に応じて
変えながら学生と関わっている。②について
は，「受容」「傾聴」「共感」の 3点を意識して
いる。教員と学生という立場上はそれが難しい
場面もあるが，可能な限りそう在ろうとするこ
とで，①に加えて学生への理解を深めることが
できる。
③と④については，学生間の雰囲気を善くす

るための工夫である。授業で居合わせた受講生
がもとから関係を持っているわけでなく，あっ
たとしても協働するには弱い繋がりであること
が多い。アイスブレイクは，授業内でリラック
スした自然な状態で学生同士が関われるような
雰囲気を作るために必要であると考えている。
教室での講義等であっても，初回もしくは第 2 

回目程度までは必ずアイスブレイク的活動を入
れ，互いの名前を覚えられ，自分らしくその場
にいることの出来る雰囲気や意識を作るような

活動を行っている。

4．成果

これまでの実践への代表的なコメントを表 1

に示す。
野外運動以外の授業においては，授業評価ア
ンケートや学生レポートで一定の評価を受けて
きた。特に「今までの体育と違い，自分で出来
るのが良かった」「自分たちでやれる体育もあ
るのだと知り，運動が好きになった」や「他の
受講生と授業外でも交流を持つようになった」
等のコメントは，ある程度教育理念や方針を実
現できていた成果といえるだろう。野外教育関
係の授業については，レポート課題から自己洞
察や他者理解を深めたことが見て取れるものが
多くあり，野外教育そのものへの理解と併せて
その一定の効果を感じることができた。
授業以外の活動については，指導者研修等に
おいては複数日にわたる研修において，我々が
担当した野外教育プログラムが最も印象に残っ

＜共通体育> 
インタラクティブスポーツ 

（中央大学） 

高校までの体育はやらなければならないものという感じだったが、この授業
は今までの体育と違い、自分で出来るのが良かった。楽しかったです。 
自分たちでやれる体育もあるのだと知り、運動が好きになりました。もう終
わりだと思うと少し寂しいです。楽しい授業をありがとうございました。 
最初に名前を覚えたり、たくさん話ができたので、班の人と仲良くなれた。
他の授業の課題を一緒にやったり、ご飯にいける友達ができてよかった。 
しっかりと授業中にコミュニケーションを取ることで試合中の戦術や個々の
能力を生かした試合を行い、チーム力を向上させることができた。また、試
合に勝つことができなかった場合でも、良かった点や課題などを話し合いト
ライ＆エラーを体験することができた。今後も積極的に実践していきたい。 

＜専門体育＞ 
実技実習 d3（野外活動：雪上） 

（山梨学院大学） 

初めは友達が少なく不安だったが、部屋が一緒になった人や、班が同じだっ
た人と仲良くなれたので、とても楽しく実習が行えてよかったです。 
この実習を通じて、できないことに対しての諦めない心や、自分の成長を改
めて感じると、自信がつくということを学びました。また、仲間と一緒に挑
戦することの楽しさや大切さなども学べた。 
この実習を通して、コミュニケーションの大切さを感じた。知っている人が
まったくいない中での実習であったが、色々な人と会話をしていくなかで仲
良くなったり、滑っていても危険な場所を共有することができたのでコミュ
ニケーションはとても大切なことだと学んだ。これからも色々な人とコミュ
ニケーションを交わし、この体験を日々の生活に生かしていきたい。 

表 1　教育実践に対する代表的なコメント例
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たとの評価を受けるなど，学生だけでなくハイ
レベルなスポーツ指導者達に対しても，一定の
成果を挙げられたと考えられる。子どもを対象
としたプログラムにおいても，保護者から教育 

効果を実感するコメントが届いており，良いプロ
グラムを提供できたのではないかと考えている。

5．目標

短期目標： 授業を担当し，自分の理念を体現す
る授業を行う。現在は授業を担当し
ていないため，来年度以降の授業に
ついて検討し，自分の理念を確かに
実現するための準備を行っていく。

長期目標： 自分の実践を理論化し，論文として
発表する。それらを伝えた指導者を
養成する。現在，良いと感じた理論
や惹かれた方法を取り入れながら指
導活動を行ってきたが，様々なとこ
ろから拾ってきたものをくっつけた，
いわば「つぎはぎ」のものを使って
いる様な感覚である。自分の実践を
経る中で，様々な工夫を重ね，それ
らを体系化し，1つの理論として形
にした上で，それを広めていけたい。

おわりに

現在，大学における体育授業や運動部活動が
学生の成長に重要な役割を果たすことが改めて
認識され，それらが将来にわたり継続して堅固
に位置づいていくために優れた事例の集積が望
まれている（木内，2021a, 2021b, 2023）。木内
（2024）は，実践事例の中身が具体的に他者か
ら閲覧できるものとして数多く存在する必要が
あり，現状では質より量の追求を優先するべき
段階であるとしている。その言葉を拠り所とし
て，本 TPは駆け出しの大学体育教員の教育実
践記録をまとめたものである。教育実践そのも
のも，TPの完成度にも課題が多く残されてい
るものの，大学教員を含む多くの関係者にとっ
て，今後の教育実践を考える一助となれば幸い

である。大学体育に関する TPの集積は始まっ
たばかりであり，多様な事例のさらなる集積が
求められる。本稿がその一歩としての役割を果
たし，多くのTPが新たに執筆されることを願っ
ている。

付記

本 TPを作成するにあたり，メンターを務め
てくださった木内敦詞先生，意見を交わした筑
波大学人間総合科学学術院および鹿屋体育大学
大学院体育学研究科・大学体育スポーツ高度化
共同専攻学生のみなさまに心よりお礼申し上げ
ます。
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①について，学生の名前や特性を理解しよう
と努めるほか，キャンプカウンセリング等での
経験を活かし，精神的な距離等を必要に応じて
変えながら学生と関わっている。②について
は，「受容」「傾聴」「共感」の 3点を意識して
いる。教員と学生という立場上はそれが難しい
場面もあるが，可能な限りそう在ろうとするこ
とで，①に加えて学生への理解を深めることが
できる。
③と④については，学生間の雰囲気を善くす

るための工夫である。授業で居合わせた受講生
がもとから関係を持っているわけでなく，あっ
たとしても協働するには弱い繋がりであること
が多い。アイスブレイクは，授業内でリラック
スした自然な状態で学生同士が関われるような
雰囲気を作るために必要であると考えている。
教室での講義等であっても，初回もしくは第 2 

回目程度までは必ずアイスブレイク的活動を入
れ，互いの名前を覚えられ，自分らしくその場
にいることの出来る雰囲気や意識を作るような

活動を行っている。

4．成果

これまでの実践への代表的なコメントを表 1

に示す。
野外運動以外の授業においては，授業評価ア
ンケートや学生レポートで一定の評価を受けて
きた。特に「今までの体育と違い，自分で出来
るのが良かった」「自分たちでやれる体育もあ
るのだと知り，運動が好きになった」や「他の
受講生と授業外でも交流を持つようになった」
等のコメントは，ある程度教育理念や方針を実
現できていた成果といえるだろう。野外教育関
係の授業については，レポート課題から自己洞
察や他者理解を深めたことが見て取れるものが
多くあり，野外教育そのものへの理解と併せて
その一定の効果を感じることができた。
授業以外の活動については，指導者研修等に
おいては複数日にわたる研修において，我々が
担当した野外教育プログラムが最も印象に残っ

＜共通体育> 
インタラクティブスポーツ 

（中央大学） 

高校までの体育はやらなければならないものという感じだったが、この授業
は今までの体育と違い、自分で出来るのが良かった。楽しかったです。 
自分たちでやれる体育もあるのだと知り、運動が好きになりました。もう終
わりだと思うと少し寂しいです。楽しい授業をありがとうございました。 
最初に名前を覚えたり、たくさん話ができたので、班の人と仲良くなれた。
他の授業の課題を一緒にやったり、ご飯にいける友達ができてよかった。 
しっかりと授業中にコミュニケーションを取ることで試合中の戦術や個々の
能力を生かした試合を行い、チーム力を向上させることができた。また、試
合に勝つことができなかった場合でも、良かった点や課題などを話し合いト
ライ＆エラーを体験することができた。今後も積極的に実践していきたい。 

＜専門体育＞ 
実技実習 d3（野外活動：雪上） 

（山梨学院大学） 

初めは友達が少なく不安だったが、部屋が一緒になった人や、班が同じだっ
た人と仲良くなれたので、とても楽しく実習が行えてよかったです。 
この実習を通じて、できないことに対しての諦めない心や、自分の成長を改
めて感じると、自信がつくということを学びました。また、仲間と一緒に挑
戦することの楽しさや大切さなども学べた。 
この実習を通して、コミュニケーションの大切さを感じた。知っている人が
まったくいない中での実習であったが、色々な人と会話をしていくなかで仲
良くなったり、滑っていても危険な場所を共有することができたのでコミュ
ニケーションはとても大切なことだと学んだ。これからも色々な人とコミュ
ニケーションを交わし、この体験を日々の生活に生かしていきたい。 

表 1　教育実践に対する代表的なコメント例
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スポーツを通じて人々の繋がりを深め， 
成長と挑戦を支える教育実践記録

井上　陽 1）

Teaching Portfolio of Educational Practices:  
Deepening Connections, Supporting Growth,  
and Embracing Challenges Through Sports

Yoh INOUE 1）

本稿は，筑波大学と鹿屋体育大学による博士
課程・大学体育スポーツ高度化共同専攻の必修
科目として開講された 2024年度「大学体育論」
全 10回のうち，木内敦詞教授担当の 7～ 10回
目の授業で作成したティーチング・ポートフォ
リオ・チャート（栗田・吉田，2021）およびそ
の後にレポートとしてまとめたティーチング・
ステートメントを整理し，「簡易型のティーチ
ング・ポートフォリオ」として報告するもので
ある。本稿では，東京都市大学FD推進センター
（2020）「ティーチング・ポートフォリオ成果報
告書」における都市大型ティーチング・ポート
フォリオに倣い，「はじめに，1.責務，2理念，
3方法，4成果，5目標，おわりに」の枠組み
で執筆する。以下では，ティーチング・ポート
フォリオをTP，ティーチング・ポートフォリオ・
チャートをTPチャート，ティーチング・ステー
トメントを Tステートメントという。

はじめに

現在，筆者はスポーツマネジメントおよびス
ポーツの社会的影響を専門とする研究者として
活動している。特に，大学が主催するスポーツ
イベントや，地域社会との連携を通じた社会的
価値の創出に焦点を当てており，このポート
フォーリオでは，ティーチングとは異なるス
ポーツマネジメントの視点から，自身の活動と
スポーツマネジメントの実践を題材として執筆
している。読者の皆さまには，この内容が，ス
ポーツを通じた新しい学びや視点の広がりに貢
献することを願うものである。

1．責務

筆者はスポーツマネジメント分野における教
育・研究を通じて，学生が理論と実践をバラン
スよく学び，多様な社会的課題に対応できる力

1） 筑波大学人間総合科学学術院および鹿屋体育大学大学院体育学研究科・大学体育スポーツ高度
化共同専攻

   Joint Doctoral Program in Advanced Physical Education and Sports for Higher Education, 

Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba, and Graduate School 

of Physical Education, National Institute of Sports and Fitness in Kanoya
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化するティーチング・ポートフォリオ・
チャート作成講座，医学書院，2021.

Priest, S., & Gass, M. A., Effective leadership in 

adventure programming (3rd ed.), Human 

Kinetics, 2017.

東京都市大学 FD推進センター，2020年度
ティーチング・ポートフォリオ成果報告書，
https://www.tcu.ac.jp/tcucms/wp-content/ 

uploads/2021/03/20210325-605c90e90d057. 

pdf, 2024.12.03. 
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